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令和７年度長沼町まち・ひと・しごと創生推進会議 

議事概要（案） 

 

 

開催日時：令和7年11月19日（水）14:00～15:20 

開催場所：長沼町役場3階会議室 

 

出席者：計12名 

　・委　員：8名 

　・事務局：4名 

　※　半数以上の出席による会議成立の報告。 

 

次　第 

１　開　会 

２　委嘱状交付 

３　会長挨拶 

４　議　題 

　(1) 令和６年度における第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の取組状況等について 

　(2) その他 

５　閉　会 

 

１　開　会 

　　〇事務局：（開会） 

２　委嘱状交付 

　　〇新たに委員となる創生推進会議委員へ委嘱状の交付。 

３　会長挨拶 

　　〇押谷会長：（挨拶） 

４　議　題 

　(1) 令和６年度における第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の取組状況等について 

　　○押谷会長：事務局から説明を行う。 

　　○事 務 局：第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の令和６年度の取組等について、資料

に基づき説明。 

　　○押谷会長：ただいまの説明についてご質問ご意見等いただきたい。 

　　○押谷会長：基本目標1「安定した雇用の創出」について、KPIの評価で「新規就農・農業後継者

数」が減っている点が厳しい。高齢化が進み、担い手不足となっているためか。離農

によって担い手がいなくなった農地は、大規模化されているのか、何らかの動きがあ

るのか。 

　　○事 務 局：農家数は最盛期1,000戸超から現在約600戸に減少している。ただし、農地集積は順

調で、長沼町に遊休農地はない。離農者の農地は後継ぎ農家にスムーズに引き継がれ

ており、決して嘆かわしい状況ではないと考えている。 

　　○押谷会長：KPIでは厳しい数字だが、遊休農地がないということは活用はされているため、町の

産業としては問題ないという回答であると理解した。他にいかがか。全体を見渡して
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意見をいただきたい。 

　　○宮崎委員：本日から参加させていただくため、不慣れな質問があるかもしれない。「企業誘致・

新規企業数」の数値が良くなっているが、力を入れて誘致活動を行ったケースや、特

筆されるケースを紹介いただけるとありがたい。 

　　○事 務 局：昨年は中心市街地で眼科の起業があった。また、現役の地域おこし協力隊から旅館業

を起業したのは良い例である。その他は、カフェなど、スモールスタートが多いのが

本町の特色である。 

　　○押谷会長：旅館業は流行っているのか。 

　　○事 務 局：インバウンドを中心に集客している。交流人口は200万人を超えて順調だが、滞在す

る場所がないというところが現状の課題である。 

　　○下斗米委員：「学生の就職に向けた事業・イベントの回数」について、主にどのようなことを行っ

ているのか教えてほしい。 

　　○事 務 局：令和6年度は目標値に少し届いていない。長沼高校では小樽商科大学とICTや起業の

育成を実施。札幌大谷大学でも授業を行っている。北翔大学、北海道情報大学、札幌

学院大学、酪農学園大学の江別4大学との「ジモガク」では、夕やけ市の出店や、児

童センターぽっくるでは、夏休み・冬休み期間中に、将来、教職員や保育士等を目指

す学生の体験を受け入れている。 

　　○押谷会長：ジモガクは数年前に私も設立にかかわった。このKPIを作る段階の5年間はコロナの

時期と重なっているため、基本目標2「新しい人の流れをつくる」の「グリーン・ツ

ーリズム受入数」も厳しいC評価になっている。長沼町らしい農業に特化したことを

打ち出せると、これからもっと広がっていくのではないか。三戸委員を含め、初めて

参加いただいた方の意見を聞きたいが、長沼町の位置づけ、金融の立場から見てどう

か。 

　　○三戸委員：新規の企業数が南空知地域の中で長沼町は多いと思われる。第2期の評価は、おおむ

ねA評価が多く、長沼町が実施している施策は、実際に実績をあげていることが証明

されていると思う。第3期も引き続き同じような取組をしていただき、我々も地域金

融機関としてできることはやっていきたい。 

　　○押谷会長：平尾委員も今回初めて出席いただいたが、地元の金融機関として、長沼町をどのよう

に見ているか。 

　　○平尾委員：新規就農の仕事があるということは、まちづくりに大きな影響があると思っており、

それが人口の実質プラス流入につながっているのではないか。非常に勢いのある町だ

というのが率直な感想である。一方で、基本目標4「安全・安心な暮らしを守る」の

「町民アンケートの住みよさへの肯定的回答」の数値は、令和2年度の78.1から74.8

へ減少している。このポイントはどこなのか、町民が求めているのはどこなのか、と

いうところをより深掘りした分析を聞かせていただきたい。 

　　○事 務 局：アンケートの微減は反省すべきところが多い。主な要因の一つとして、情報公開の部

分を強く言われている声が多かった。5年前と比べて大きく違ったのは、広聴が非常

に求められており、住民が行政に対して参加したいという意思が強いと実感している。

令和7年度は広聴業務に力を入れて、住民参加型の行政を実態として進めていきた

い。 

　　○平尾委員：「情報公開」というキーワードは、企業においても重要性が高まっており、同じであ

ると感じながら伺った。 

　　○押谷会長：まちづくりを考えるとき、住民が自分たちの町を誇りに思うことが重要。広聴と参加

が大事である。先ほど遊休農地がないという話があったが、農業関係の政策、例えば、

米作りについても国の政策が変わる状況の中で、農業政策はなかなか難しいところが

ある。柴田委員に聞きたいが、長沼町の農協として抱えている課題や、今後推進しな

くてはいけない課題で、町からどのような協力を求められるか。 

　　○柴田委員：「新規就農・農業後継者数」がC評価であることについて、農地は既に地域の担い手

が集積し、規模を拡大している状況。農業後継者数は今後も減少していくことから、
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効率化と機械化で維持していくことになる。一方で、新規の方が入り込む素地がない

訳ではないが、離農した空き家住宅の処分等々は、農業者でないと求めらる状況がな

く、ネックになっている。また、配偶者の就業機会を作るという部分も雇用の拡充を

企業誘致と連動してやっていく必要性を感じた。中心市街地の活性化では、空き家が

増えることへの対策として、起業家へのチャンスをもっと出すべきではないか。 

　　○事 務 局：市街地の空き家、空地という部分は、大変重い課題であると我々も思っている。都市

計画マスタープランの策定後に、立地適正化計画で中心市街地の部分を戦略的に行う

べきと判断し、現在進めている。また、ながぬま農協と酪農学園大学で協力して作ら

れた「沼る浅漬け」とクラフトジンの「ベジン」が、新規の6次産業化として上がっ

ている。 

　　○押谷会長：ジモガクは、大学生たちに地元のことを知っていただき、卒業後も就職の機会、地元

に残っていただくことが目的である。そのためには、雇用がないと残れないため、重

層的なことが必要である。酪農学園大学はお酒を飲むことは推奨していない大学だが、

ジンを作ったということで変わったなという感じがしているが、ありがたいことであ

る。 

　　○柴田委員：6次産業化については、酪農学園大学生との取組をヒントに事業化を進めることがで

きた。こういった取組が評価され、また、翌年にはながぬま農協に就職していただく

機会にも恵まれ、良いサイクルができている。町外の若い人たちが長沼に仕事を求め

てくる、その価値はこれまでの価値観とは違う事業を展開していくメッセージを出す

ところで、若者たちの可能性が実現できる機会を作ってあげることが求められている

と考えた。 

　　○押谷会長：良いサイクルができていると感じる。鈴木委員に伺いたいが、今、国の政策として、

各省庁、いずれもまちづくり、地域の活性化をうたっている。空知地方を見たとき、

あるいは全北海道を見たときに、長沼町のあり方、何かあればご意見をいただきたい。 

　　○鈴木委員：高齢化、事業者数の減少や人手不足など全国的な課題がある中でも、長沼町は非常に

底力がある地域だと感じている。大学との連携もそうだが、夕やけ市なども集客力が

ある。空知は広く、北空知、中空知とあるが、南空知は人を惹きつける魅力があるの

ではないかと思っている。 

　　○押谷会長：南空知は太平洋に近いこと、それから千歳空港までの交通のアクセスも良くなってき

ているため、そういう利点を生かしながら、まちづくりを進めていただくことが大事

だと思う。それと、交流人口とか、町民の意識を高めていくことが、これから求めら

れるのではないかと感じた。 

　　○成田副会長：総合振興計画や、まち・ひと・しごと総合戦略は、情報公開が求められており、それ

を町民に意見を取り入れた部分を見せながら、このように変わってきたということを

示さないと、町民は、なかなかその状況が分からないというようなことが、不信感に

もなる。総合振興計画では子ども向けのパブリックコメントも必要ではないかという

話もあり、そういったことも検討していく方向で進んでいる。私の地域でも農家の空

き家に2件、移住者がいる。長沼は夕やけ市もそうだが、いろいろなイベントを実施

している。スポーツ協会では駅伝大会を行っており、毎年、固定したチームが参加し

ている。いろいろな方々の意見を聞きながら、役場では行政に反映させていると私は

感じているが、そういう部分では町民に情報公開しながら町民も巻き込みながら、こ

ういったまちづくりというのは必要なのだと感じている。 

　　○押谷会長：先ほどから事務局が言った広聴、広く聞くことが必要であり、そのためには、やはり

情報を限りなく発信していくことが重要だと思う。 

　　○鈴木委員：長沼町は今年から、「ローカルスタートアップ」という、起業と移住をセットにした

取組を始めているが、長沼町のホームページからは、なかなか見つけられなかった。

素晴らしい取組をやっているので、見つけやすいと良いと強く思った。ホームページ

のメニューでは、「観光・農業」はあるが、例えば、「商工」や「サービス」がないの

で、そういうところに「創業支援」というのを入れると探しやすい。そういった情報
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発信の分かりやすさがもったいない。 

　　○押谷会長：SNS、ネット配信の難しさの部分だと思う。こちらがいくら情報発信しても、ユーザ

ーや、町民にそれを見ていただかないといけない訳で、見てもらえるような仕組みを

作らなければいけない。そこが一番難しくて、情報をいくら出してもなかなか見られ

ない。そこは、いわば永遠の課題であると考える。 

　　○事 務 局：当然、課題として思っている。移住フェアなどに出展した際、「ホームページを見た

が分からない」と言われることが多くある。できれば、次年度に「ここを見たら全部

分かる」といった移住専門のチャンネルなどを立ち上げたい。現在、来年度の予算要

求の中であげている。 

　　○押谷会長：「鈴木委員から強く言われた」ということを、ぜひ伝えていただきたい。本当に見や

すい情報発信というのが重要である。選挙でも情報発信が非常に大きな影響力を持つ

情報化時代になってきているため、情報発信の仕組みというのは、非常に施策として

重要だと思う。 

　　○下斗米委員：15歳から29歳の若い世代は、活字ばかり並んでいるホームページを見ても開こうと

しないし、町でやっていることを高校生に渡しても多分見ないと思う。見た瞬間に開

こうと思えるようなホームページの作り方だとか、例えば、「安定した雇用の創出」

という題名ではなく、少し砕いた表現でクリックしやすいような題名にしていただけ

ればいいなといつも思う。 

　　○押谷会長：分かりやすい言葉で、分かりやすい文章なり、キャッチが必要である。下斗米委員が

言うように、分かりやすい言葉で文章が並んでいるのではなくて、ひと言で表現でき

るようなものがあれば良い。情報発信して、そして町民の方々からの意見をいただい

て、まちづくりにつながっていくというような良いローテーションの形を、ぜひ町内

で共有していただき、良いまちづくりにしていただきたい。 

　　○宮崎委員：この辺にはこれからもっと力を入れていかないと、この持続可能なまちづくりがなか

なか難しいなど、辛口の視点に立った評価をしていると思うが、重点の置き方は今後

どうするのか。また、町民の生の声を聞いてブラッシュアップしていく中には、非常

に厳しい意見もあると思う。町民の声をダイレクトに、この総合戦略に反映させるた

めの具体的なシステムやプランがあれば示してほしい。 

　　○押谷会長：耳の痛い話をどうやって受け止めるかという話である。 

　　○事 務 局：当町では、情報公開の指針に伴う会議はホームページで周知し、そして傍聴をする場

合には、何名以内ということを全部オープンにしている。また、耳の痛い話を受け止

める方法だが、今年はまちづくり的な形での懇談会として、小学生、中学生、高校生

を一堂に会する、町長、教育長との座談会を開催した。ほかには、まちづくり等につ

いて提案いただいた団体の代表者に来庁していただき、「今後どうしたらいいだろう」

「こういうものはどうだろう」という形で、町長と意見交流といった対話を先日、実

施させていただいた。来月12月には、全町民を対象に、現在の町政について広く情

報提供し、意見交換を行うオープンミーティングを町内3箇所で開催する。 

　(2) その他 

　　〇事務局：特になし。 

５　閉　会 

　　〇事務局：（閉会）


